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　This　study 　aims 　to　clear　several 　problems　of　commercia1 　messages 　in　television　advertising 　on 　foods
and 　to　advance 　request ．　Based 　on 　the　actual 　conditions 　of　the　quanUty 　and 　contents 　of　the　information，

the　authors 　try　to　examine 　from　a　viewpoint 　of　functional　and 　psychological　bene 五ts．　The 　survey 　was

conducted 　towards 　TV 　programs 　of 　two　commercial 　stations 　in　Niigata　Prefecture　for　a　week 　in　June
2001．Food　advertising 　Ilumber 　of　2　stations　in　one 　week 　was 　2，069　in　total．　Four　groups　were 　categ （ト

rized：
“
processed　foods，

”“
drinks，

簿麟
alcoho 旺c　drinks

”
and

“
sweets ∴of　which 　the 　share 　of　the　first　two

catego 亶es 　was 　rather 　hig比 36．6％ and 　34．0％，　respectively ．　In　terms　of 　the　information　contents ，　fre−

quently　counted 　were 　the　merc 肚andise 　commodity 　information　such 　as　package ／colltainer　as　we 皿as
‘

psychological　bene丘ts
’

such 　as 　free　gift　and 　health　improvement．　On　the　other 　hand，　the　contents 　re−

lated　to ‘functional　bene丘t”such 　as　quality／safety　were 　few．　The 　number 　of 　the 　informa口on 　contents

of 止 e　raw 　mate 点als　and 　nutrition　components 　related　to　the　food　labeling　was 　extremely 　few；below
10％ of 　all　TV 　food　advertisemenC 　the　fact　of 　which 　may 　be　explained 　by　the　absence 　of　legal　obligation
or　self−imposed　control 　of　the　food　industry　as 　regards 　the　Japanese　food　labeling　system 　so　far　as 止e

TV 　commercial 　messages 　are 　concerned ，

　　　　　　　　　　　　 （Received　December 　4，2002；Accepted 　in　revised 　form　July　22，2003）

Keywerds ： information　on　dietary　life　食生活情報，　 comrnercial 　message 　in　television　advertising
テ レ ビ CM ，　 quantity 　and 　content 　of 　information　情報量 ・内容，　 food　labeling　system 　食品表示，
functiona1　benefit 機能的ベ ネ フ ィ ッ ト，　 psychologica1　benefit 心理的ベ ネフ ィ ッ ト．

　 1．は じ め に

　食生活の外部化が進む現代の食志向として，娯楽志

向の ウ ェ イ トが高まり，関連 して多様性志 向，簡便志

向があ る ．また，飽食に よ る 肥満や 生活習慣病へ の 不

安か ら，健康志向，安金性志向，本物志 向も現代の食

志 向で ある
V ．生活者の食を通 じた健康づ くりへ の 関

心が高まる中で，品質と安全性の判断基準を示 して い

る JAS 法が改正 さ れ ，2000年 4 月に施行 され た ．食

品広告の 多くは，食志 向に かかわ る メ ッ セ ージを含ん

で い る ．

　テ レ ビは各種の 媒体中，食品 の 広告費が最 も高 く

（2，928億 円，15．3％）
2 ｝
，男女 とも に接触時間の 多い

広告媒体で ある
3 〕．食品の テ レ ビ コ マ ーシ ャ ル メ ッ セ ー

ジ （以 下，食品 CM と略す） に は，　 JAS 法や 栄養表

示基準制度に よる食品表示の 義務づ けがな く，その 内

容は ，娯楽性に傾斜する可能性が ある．しか し，食品

CM は 生活者にと っ て有益な内容 も積極 的に提供する

べ きで ある
4 ｝．ク リエ ー

テ ィ ビテ ィ の 優れ た広告を選
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の CM フ ェ ス テ ィ バ ル基準に も 「情報が 生活者 の 役

に立つ もの で ある か」 とい う項目がある
5 ）．食品 CM

を構造的に把握するため に，品質 ・価格などの商品属

性，商品から享受する ベ ネフ ィ ッ ト 「便益」お よ び 生

活者 の 価値観 との 関わ りを説明 して い る Reynolds と

Gutman （1984＞6）
の 手段 目的連鎖モ デ ル は示唆 に富

む ．丸岡 （2001）7 〕
は ，「商品属性や ベ ネフ ィ ッ トが そ

れ 自体 で重要な の で な く，こ れ らの 連鎖の仕方が生活

者に とっ て意味を もつ 」と述べ ，こ の ベ ネ フ ィ ッ トを

さらに機能的 ベ ネフ ィ ッ トと心理的 ベ ネ フ ィ ッ トに分

け て い る，そ こ で ，著者 らは食品 CM の 検討に あ た

り，丸岡の説に な ら うが，商品か ら享受する ベ ネフ ィ ッ
』

トを，心理的お よ び機能的の 2 つ の 側面 に分 けて把握

す る こ とに より，商品属性 ・ベ ネ フ ィ ッ ト問 の 関わ り

お よ び こ れ らと生活者の価値観 との 関わ りに つ い て把

握 しやす くなる と考える．

　上 述 した 商品属性，ベ ネフ ィ ッ ト，価値観に つ い て，

本報告で は ，次の ように と らえて 論をすすめ る，まず，

商 品属性 を，商品そ の もの に 限 らず，商品 を取 り巻 く

状況 も含めた商品情報 とする．また，ベ ネ フ ィ ッ トの

中で ，心理的ベ ネフ ィ ッ トを商品の 購買 ・使用に よ っ

て得られる情緒面 ・心理面の 便益とし，機能的ベ ネフ ィ ッ

トを商品の購買 ・使用に よっ て得 られ る機能面の便益

とす る．さら に ，生 活 者 の 価値観 と は
， 食品 CM の

場合 に は生活者の 食志 向とす る．食品 CM の 内容を

検討 し た先行研究
a）
−13〕

は い くつ かあ るが，前述 した

2 つ の ベ ネ フ ィ ッ トを取 り上げた もの は みあた らない ．

　本研究で は，食品 CM に お ける情報量 と情報内容

の 実態 を
， 機能的 ベ ネ フ ィ ッ トと心理 的ベ ネ フ ィ ッ ト

に着目 して検討す る こ とを目的 とする．こ れ らの結果

に 基 づ い て ，食品 CM の 情報量 ，情 報内容 お よ び生

活者の 食志向相互 の 関わ りに つ い て考察 し，食教育の

立場か ら，食品 CM の あ り方につ い て提言を行う．

　2．調査方法

　〔1） 調査対象，時期，方法

　新潟 県 の 民 間放送 2 局 ，新潟総合テ レ ビ （以 下，

NST と記す），テ レ ビ新潟 （以下，　 TeNY と記す）に

お い て 放映 され た食品 CM を調査対象 と し た，こ れ

らは，新潟県の 民間放送 4 局 の うち ， 1998年度の テ

レ ビ事業収入 の 高 い 2局
14）で あ り，NST は フ ジ テ レ

ビ系列 で TeNY は 日本 テ レ ビ系列で ある ，新潟県は

調査者が居住 してい る地域で あ る こ と か ら，当県の テ

レ ビ 局 が放映する CM を対象 とする こ とに よ り， 商

品情報な どの CM の 内容に つ い て 深 く理解で きる と

考え られ る．調査期間は 2001年 6 月 17 日 （日曜 日）

か ら 6月 23 日 （土曜日）の 1週間である，各局 にお

け る 1 日 24時間，合計 1週 間分 の 全放映内容を ビ デ

オ録画 した，1 日とは，早朝に テ レ ビ放映を開始 した

時刻か ら終了した深夜の 時刻まで とした，終了時刻は

翌 日に わ た る こ とが多い が，こ れ も 1 日 目 と数えた．

録画 CM の 中か ら食品 CM の み を抽出 し，再生画面

をみ なが ら視覚 と聴覚で確認で きる調査内容に つ い て

集計表に記録 した．

　  調査 内容

　放映さ れ た食品 CM の 情報量 と情報内容を調査 し

た．情報量 と は 放映数と種類数 と した．情報内容 の 項

目は次 の 手順 で 設 定 した ．まず，食 品 CM は，視 聴

者の食に対する満足度の充足をねらい として提供され

る と考え，田辺 ら （1998）の 「食の 満足感構成要素 の

構造」
⊥5〕

の 中で栄養や価格などの食品に関わ る 要素お

よ び 生活環境などの 人間に関 わ る 要素を参考に した．

こ れら と，前述 した手段目的連鎖モ デ ル ，お よ び本調

査と同 じ局で の予備調査の 結果 とを勘案した．そ の結

果，商品情報 として ，原材料，価格，流通，包装容器

を，機能的ベ ネ フ ィ ッ トと して
， 栄養成分 ， 品質安全

を，心理的ベ ネ フ ィ ッ トと して ，健康増進，強調表示，

景 品 を 取 り上 げた （図 1）．な お ，強調表示と は，食

品の 特徴 を消費者に訴える表示 であ り，例 えば，「高」，

「増」，「入 り」，「ノ ン 」などがある．

　3．分析方法

　（D　食 品 の 分類

　分析に先立 ち，先行研究
S）IDL3｝

および予備調査 に基

づ い て ，食品を表 1 の よ うに分類 した．まず，食品

CM の 特徴を鮮明 に捉え，食志向と の 関連 で 考察する

ため に，4 つ の グ ループ （ドリ ン ク，酒，菓子，加工

食 品）を設定 し
，

こ れ を食品分類 1 と した ．次に，4

つ の グ ル
ー

プあわせ て 25種の 食品を取 り上げ，そ れ

ぞれ 「そ の 他」 を加え合計 29種を食品分類 皿 と した，

　（21 視聴時間帯の 分類

　社会人，専業主婦，学生 など様 々 な生活者がテ レ ビ

を視聴す る時間帯，新聞 の テ レ ビ欄 の 時間帯お よ び先

行研究
13）

を参考に し，4 つ の 視聴時間帯を設定 した ．

すなわち，午前 （6 時〜12時未満），午後 （12時 〜18

時未満），夜 （18時 〜24時未満），深夜 （0 時〜6 時未

満〉と した ．
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図 L 食品 CM の構造図

　（3） 方　　法

　食品 CM の情報量 と情報内容 に分 けて分析 した．

まず，情報量と して ，放映数 種類数お よび平均繰 り

返 し回数を取 り上げた，曜 日 ・視聴時間帯と食品分類

1 の 関連に つ い て は，両者の位 置関係 を 2次元 の マ ッ

プ で
， 視覚的 に 示すこ とが 可 能な コ レ ス ポ ン デ ン ス 分

析を用い た．次 に，情報内容として ，商品情報，機能

的ベ ネフ ィ ッ ト，心理 的ベ ネフ ィ ッ トを取 り上げた．

流通 につ い て は ，食品 CM に 関連 した放映が確認 さ

れ なか っ たため ，こ れ を除 き， 8項目 に つ い て特徴 を

整理 した．また，食品分類 H に頻出す る 情報内容 の 特

徴を明ら か にする ため に，食品分類 nの 29品目 の 中

で ，放映され た 情報内容が ご く少な い 14 品目を削除

した 15 品目を取 り上 げ，こ れ らと情報内容を対応 さ

せ ，クラス ター分析を実施 し，食品分類 H と情報内容

を組み合わ せ た タ イ プ を析 出 し た．

　4．分析結果

　（1） 情 報 量

　1） 放 映 数

　 2 局 1週間分の 食品 CM 放映総数は 2，069本で ，

食 品分類 1 の 放映数の 中で は ，「加工 食品」 758本

（36．6％） が最 も多 く，次 い で 「ド リ ン ク」 704本

（34，0％ ），で あ っ た （表 1）．食 品分類 1別 に放 映数

の 割合 の 高 い 食品は，「ドリ ン ク」 で は清 涼 ・果 汁飲

料類 （24．0％），「酒」で は ビール 類 （81．5％），「菓子」

で はガ ム 類 （23．2％），「加工食品」で は調味料 ・香辛

料類 （48．2％〉で あ っ た．

　視聴時間帯別 の放映 数は ，午前 （453本），午後

（708本），夜 （778本），深夜 （130本〉で あ っ た．曜

日 別 に み る と，土曜日 （325本〉と日曜日 （336本）

の 放映数は，月曜日か ら金曜 日の 平均 （282本）と比

較する と多か っ た （表 2＞．食品分類 1 と曜 日 ・視聴

時間帯別放映数の デ ータ に基づ い て，両者の 位置関係

を 2次元の マ ッ プで視覚的に把握で きる コ レ ス ポ ン デ

ン ス 分析を行 っ た．そ の結果，説明力を表すイナ
ー

シ ャ

の 1 次元 （0．907）， 2次元 （0．073＞の 累積寄与率は

O．980 と高 く，全体の 98．0％ につ い て説明 して い る こ

とが 判明 した ，図 2 よ り， 食品分類 1の 4 つ の グ ル ー

プは異 な っ た曜 日 ・視聴時間帯に属 して い る こ とが 明

ら か に な っ た．即ち，「ドリ ン ク」 と 「平 日の 深夜，

日曜 日の午後お よ び夜」，「酒」 と 「土曜日の 午後 ・夜 ・

深夜 ，平 日の 夜，日曜 日の深夜」，「菓子」 と 「午前」，

「加工 食品」と 「平日の 午後」，がそれぞれ対応 して い

た．90．7％ を説明 して い る 1次元 は ，正 の 方向に加工

食品，負の 方向に 酒， ドリ ン ク が付置 して い る こ とか

ら，簡便志向 （前者），娯楽志向 （後者〉 とい う生活

者の 食志向を表 して い る．

　2）　平均繰 り返 し回数

　 2局 1週間分の 食品 CM の総種類数は 30ユ本で あ っ

た，放映数を種類 数で 除 し， 平均繰 り返 し 回数 と した

（表 1）．食品分類 1別 に みる と ， 「ドリ ン ク」「加工食

品」 「酒」は同じ種類の 食品 CM を平均 で 約 7，2〜7．3

回 と
，

ほ ぼ 同 じ回数繰 り返 して い た．こ れ ら に比べ ，

「菓子」 は 4．9回 と繰 り返 し回数が 少なか っ た ．曜日

別 に み る と，平均で は 土曜日 2．61 回，日曜 日 2．70 回

で あ り， 月曜 日か ら金曜 日の 平均 2．21 回 に 比 べ ，繰

り返 し回数が多い こ とが明 らか に な っ た ．また，最 も

平均 繰 り返 し回数が多い 曜 日は，「ドリ ン ク」 で は 日

曜 日 （3．21回），「酒」で は土曜 日 （3．47 回）， 「加工

（857＞ 69
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表 ユ．食品 CM の 情報量

食品分類 平　　均

1 H
放映数 ％ 種類数 ％

繰 り返 し数

ド

リ

ン

ク

清涼 ・果汁飲料類

コ ーヒー・
紅茶類

炭酸飲料類

牛乳 ・
乳飲料類

乳酸菌飲料類

野菜飲料類

栄養 ・強壮飲料類

茶 ・水類

その 他

計

16912956

　 134

　 612613845704

24．018
．3

　8．0
　 0．1

　 4．8

　 0．917
．919
．6

　6．4100

．0

19208123201879819．420

．4

　 8．2

　 1．0

　 2．0

　 3，120

．418

．4

　 7．1100

、0

8．96

．57

．01

．0

ユ7，02

．06

．37

．76

．47

．2

酒

ビール 類

そ の他

計

309703798L518

．5100
．0

302252 57、742

，3100

．0

IO．33

．27

．3

菓
子

ク ッ キ
ー・あめ類

チ ョ コ レ
ー

ト類

ア イ ス ク リーム 類

せ んべ い 類

ス ナ ッ ク類

ガ ム類

その 他

計

4219214235531622818．4

　8．3

　9．218

．415

．423

．2

　7，0100

．0

118676544723．417

．Ol2

，814

．912

．810
．6

　8．5100
．0

3．82

．43

．56

．05

，810

．64

．04
．9

加
工

食
品

穀類 ・豆類

肉 ・魚 ・卵 類

調 味料 ・香辛料類

栄養補助食品類

イ ン ス タ ン ト食品

レ トル ト食品

冷凍食品

油脂類

乳製品類

既製品 ・惣菜類

そ の 他

計

95

　 8365

　 963107222221

　 442758

12．5

　 1．148

，2

　 12

　8．314

．1

　 2．9

　2．9

　2．8

　0．5

　5．5100
．0

11

　433

　216

ユ0
　 8

　 4

　5

　3

　8104

10．6

　3．83L7

　1．915
．4

　9．6
　 7．7

　3．8

　4．8

　2．9

　7．7100

．0

8．62

．01L14

．53
．910

．72
．85
．5421

．35

．373

合　　計 2，069 301 6．9

2 チ ャ ン ネル 計，1週 間計．

食品」で は 日曜日 （2．78 回）で あ り，土 ・日曜日 な

どの休 日 は食品 CM の 繰 り返 し回数が多い こ とが判

明 した．

　  　情報内容

　食品 CM の 主 な情報内容の特徴 を記す （表 3），

　1） 商品情報

　 i）原 材 料

　「はと麦，玄米，月見草…」な ど具体的 な原材料名

をあげて原材料に対す る注意を促 した CM は，41 種

類中 18種類 と多か っ た．原材料が国産 で あ る こ とを

強調 した CM は 6 種類あ っ た．
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表 2．食品分類 1における視聴時間帯別食品 CM 放映数

視聴時間帯　食品分類 1　　日　　 月 火 　　 水　　 木　　 金　　 土　　合計

午前 ドリ ン ク

酒

菓子

加工食品

計

0037

鈩

0

つ
」

　

−

り

乙

7

匚
」

001

£

U

2

　

136

0ゾ

070

心

U

1

　

　

　

46

100232

　

13

£

U

Q

σ

OFD70

9臼
　

　

37

ρ
00

ρ
0

亡
U8

1

　

　

　

35

−

£
U8

匚

」

0

2
　

　

　

2
君
0

160

　 659228453

午後 ドリ ン ク

酒

菓子

加工食品

計

5840

　 933140

404422
　

　

　

設
∪

0ヲ

0
ゾ

08

擔

U3

1
　

　

　

69

7
卩

08

り

47

■

−

　

　

　

戻
U

◎
0

403301
　

　

1
己

UO

σ

27　　 45

0　 　 37

12　　 12

51　　 22

90　　 116

2047766361708

夜 ドリ ン ク

酒

菓子

加工 食品

計

44　 　 40

30　 　 32

13　 　 ユ2

29　 　 21

116　 　 105

40　 　 55　 　 39

39　 　 31　 　 30

19　　 13　　 14

27　 　 20　 　 24

125　　　119　　　107

29　 　 40

34　 　 50

3　　 11

20　 　 19

86　　 120

28724685160778

深夜 ドリ ン ク

酒

菓子

加工 食品

計

3
瓜
∪

100

　

　

　

　

1

84428　

　

　

　

1

己

UO300

」

75

つ
」

り
乙

ワー

　

　

　

　

1

醒
U3212　

　

　

　

1

7431511

　

　

　
つ
」

ρ
00

◎

239

　

1
　

　

　

2

535018

　 9130

合　　計 336　　　281　　　293　　　286　　　279　　　269　　　325　　　2，069

2チ ャ ン ネル 計，

　 置）包装容器

　「の ん だあとは リ サイ ク ル 」 など環境配慮行動を促

し た リ サ イ ク ル情報は，4種類 に まとめ られた．また，

社団法人食品容器環境美化協会が管理 して お り， 「あ

きかんは リサ イクル」 とい うメ ッ セ
ー

ジが記され て い

る統
一
美化 マ ーク は全体で 361本で あっ た．その うち

「酒」242本 ， 「ドリン ク」 119本であ り， 前述 した リ

サ イクル 情報 と併記 して い た．

　 丗）価　 格

　「ビール 類」 の 発泡酒 （145円）の 価格表示が 35本

と多か っ た．ビー
ル よりもア ル コ

ー
ル 度数が低 い 発泡

酒は，安価で ある こ とを強調 して い た．「菓子」で は

ガ ム類 （200 円）の価格表示が 16本あ っ た、概ね，

価格 の 内容 は安価 の 傾向が 判明 した ．

　2） 機能的ベ ネフ ィ ッ ト

　 i）栄養成分

　「ド リ ン ク」で は
，

ミ ネラ ル ・ビ タ ミ ン などの 微量

栄養素 の 強化 に関す る 10種類 ， 不足 しや す い カ ル シ

ウ ム ・鉄分 の 強化に関する 9種類 「加工食品」で は，

栄養バ ラ ン ス を強調する 2種類，健康 に よい とイ メ
ー

ジさせ る 1種類があ っ た．よ っ て ，食品 CM の 栄養

成分に は，心理的ベ ネフ ィ ッ トで ある栄養補助に よ る

健康増進 をね らい と して い る内容が 22種類 と多い こ

とが把握で きた．一
方，摂取 して もカ ロ リーが抑 えら

れ る こ とをイ メ ージ し た もの は 28種類 の CM 中に 6

種類あ っ た．これ らは ， 栄養成分 と強調表示の 両方の

役割を示 して い た．以上か ら，機能的ベ ネ フ ィ ッ トで

ある栄養成分を用 い て
， 心理的 ベ ネ フ ィ ッ トで あ る健

康増進や強調表示 をね らい として い る とい う 2 つ の ベ

ネ フ ィ ッ トの 関わ りが判明 した．中に は ，β一ク リ プ

トキサ ン チ ン など専門用語がい くつ かあっ た．

　   品質安全

　質 の よ さ を示す 「良質」， 「天然」な ど の 内容が 6種

類あ り， 食品添加物を使用 して ない 無添加 は 3種類で

あ っ た．また，食品 の 安全性 に配慮 した 「とれ て 3 日

以 内の た ま ご か ら」 とい う CM は原材料に対する注

意 を促 した内容で あ る ．品質安全は，商品情報の 原材

料 との 関わ りがみ られた．
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木午

集菷 讐 ・午

　　　　　加工食品

’
午前

△ 金午後

△

金 午前 　　　△ 　木午前

　　水牟前 △ 月午前

　　　　　　　 日午前 △

釜
土午前

日深夜 △ 。 転 。鸚嚥

水深夜　　　　● ドリンク
△ 　土 深夜

　　　　　　 木夜
△ 金 夜
　　　　　　 月夜

　 ●
△
火夜　　△

亮姜
瓢

△ 　日 午後
　 　 　 　 　 　 　 　 △

酒　　　土 午後 水夜

△ 　土 夜

一e．500  0

向志楽娯

0、500

　　　　　　　　　　　　　 dim2
図 2．曜 日

・時間帯別 食品分類 1 の放映数
一

コ レ ス ポ ン デ ン ス 分

　　 析結果一

　3） 心理 的ベ ネ フ ィ ッ ト

　 i）健康増進

　「ドリ ン ク」で は ， 「滋養強壮 ・肉体疲労時の栄養補

給に」と表示 され て い る もの が，表 3 に示 した 2 種類

の ほ か 11種類あり，合わせ て 13種類 と多 く，また，

食生活や体をサ ポ
ー

トする こ とを強調 して い る情報内

容が ，表 3 に示 した 1種類を含め て 3 種類 み られ た．

「菓 子」で は
， 「お い しさ と健康 XXX （企 業名）」 の

ように，企業 イ メ
ー

ジが健康と関わ る もの が み られ，

また ，「加工 食品」で は，油脂類に関わ る情報が 4 種

類 あっ た．全体で は，特定保健用食品な ど認可お よび

賛助 に つ い て 示 して い る もの が，5 種類あっ た．

　 li＞強調表示

　強調表示は食 品の 特徴 を消費者に訴える ため の表示

で あ る ．「カ ル シ ウ ム 入 り」な ど栄養成分を強調する

もの が 9 種類あ っ た．「ノ ン オ イル 」 な ど，原材料を

強調し て い る 内容が 4種類 あ っ た．強調表示 は ，栄養

成 分 と い う機能的ベ ネ フ ィ ッ トお よび 原材料とい う商

品情報を強調 して い る とい う関 わ りが示唆され た ．

　丗）景　 　品

　情報内容は 「抽選 で プレ ゼ ン トが 当た る」252本，

「あた りが で る ともらえ る」29 本 ， 「そ の 他」 6本 の

3種類に分類された．景品として，電化製品，現金 ，

キ ャ ラ クタ
ー

グ ッ ズ，サ
ービス チ ケ ッ トなどがあっ た，

食品の CM と い うよ り景品が あたる こ とを重視 した

CM もみ られ た，

　（3＞ 情報内容別情報量

　1）　情報内容別放映数

　情報内容 8 項目に つ い て ，食品分類 1， ll別 に放映

数 を示す （表 4）．合計数の 1位は，包装容器 （632本一

30．5％）で あ る．食品分類 1で は ，「ド リ ン ク」 と

「酒」の み で あ っ た．2位 は 景品 （287本一13．9％）で，

「ドリ ン ク」 と 「加工食品」 に多 く，調味料 ・香辛料

（79 本）が顕著で あ る．1位 ，2位 と もに食品関連の

内容で なく，環境配慮行動や販売促進 に か か わ る情報

で ある ，3 位は，健康増 進 （214本
一10．3％）で， ド

リ ン ク （168本）が最 も多く，酒 は皆無で あ っ た．と

りわけ，栄養補給 の た め の 栄養 ・強壮飲料 （112本）

が突出 して お り， 清涼 ・果汁飲料 （30本），乳酸菌飲
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表 4．食品 CM の 情報内容別放映数

情報内容数

食品分類

放 映 数
商品情報

　 機能的

ベ ネ フ ィ ッ ト

　 心理 的

ベ ネフ ィ ッ ト

1 H
原材　包装

料　 容器
価格

栄養　品質

成分　安全

健康　強調

増進 表示
景品

ド

リ
ン

ク

清涼 ・果汁飲料類

コ ー
ヒ
ー・紅茶類

＼

炭酸飲料類

牛乳 ・乳飲料類

乳酸菌飲料類

野菜飲 料類

栄養 ・強壮飲 料類

茶 ・水類

その 他

計

16912956

　 134

　 612613845704

U 　 　1280

　　 689

　 　 390

　 　 00

　 　 00

　 　 02

　 　 0

13　 　 760

　　 0

35　 311

000000100154　　 　 1

　 8　　 0

15　　 0

　 1　 　 0

　 0　　 0

　 0　 　 0
28　 　 0

　0　 　 　1

　0　 　 　1

106　 　 3

30　 　 28

　0　　 8

　0　 　 15

　0　 　 0
26　 　 0

　0　 　 0

112　 　 3

　0　 　 1

　0　 　 0

168　 　 55

4742

ユ6

　 0

　 0

　 0

　 1

　 6

　01

ユ2

酒

ビール類

そ の 他

計

3097037929　 2913

　 　 30

32　 321

37138 ユ　 　 21

0　 　 11

　 　 22

0　 　 30

　 　 00

　　 3

421153

菓
子

ク ッ キ
ー・あめ 類

チ ョ コ レート類

ア イス ク リ
ー

ム 類

せ んべ い 類

ス ナ ッ ク類

ガ ム 類

その 他

計

42

ユ92142355316228

　 　 6　 　 0

　 　 0　 　 0
，
　 　 0　 　 0

　 　 1　 　 0

　 　 0　 　 0

　 　 0　　 0

　 　 2　 　 0

　 　 9　 　 0

00200167250　 　 00

　　　 00

　 　 00

　　　 00

　 　 02

　 　 00

　 　 02

　 　 0

13　　 00

　　 00

　 　 00

　　 00

　 　 02

　 　 00

　 　 015

　 　 0

252DOlOO19

加
工

食
品

穀類 ・豆 類

肉 ・魚 ・卵類

調味料 ・香辛料類

栄養補助食品類

イ ン ス タ ン ト食品

レ トル ト食品

冷凍食品

油脂類

乳製品類

既製品 ・惣菜類

そ の 他

計

95

　 8365

　 963107222221

　 442758

　 4　 　 0

　 0　 　 0

86　 　 0

　 8　 　 0

　 3　 　 0

　 1　 　 0

　 3　 　 0

　 0　 　 0

13　 　 0

　 1　 　 0

　 1　 　 0

120　 　 0

0000000000004　 　 　 20

　　 00

　　 31

　 　 00

　 　 00

　　 00

　 　 3

11　 　 　 00

　 　 00

　 　 00

　　 0

16　　 8

0　 　 00

　 　 07
　 　 449

　 　 80

　 　 00

　 　 00

　 　 0

正5　 　 07

　 　 00

　 　 00

　 　 0

38　 　 52

17

　 079

　 0

　 0

　 0

　 0

　 7

　 0

　 0

　 0103

合　　計 2．069196 　 63264125 　　 33221 　 110287

料 （26 本）が こ れ に 続 い て い る．清涼 ・果汁飲料 に

は ス ポ ー
ッ ドリン クを含ん で い る た め と考え られ る，

4 位 の 原 材料 （196本
一9．5％ ）は ，JAS法 で は，容

器包装や添付文書に義務づ けられて い る内容で ある．

「加 工食品」に多 く，調味料 ・香辛料が 86 本と著 し く

高い ．

　情報内容 8項 目の 中で ，商品情報の 中の 包装容器，

原材料，心理的ベ ネ フ ィ ッ トの 中の景品，健康増進が
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図 3．食品分類 H の 情報内容に 基 づ い たクラス タ
ー
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食
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4

　

　

　
　
　

　
　

図 殉（合割の数容報情るす寸に数映放のH

多 く，機能的ベ ネフ ィ ッ トの品質安全 は少なか っ た．

また， 8 項目 の 情報内容は，食品分類 ll・29 品 目 に平

均 して 出現 して お らず，固有の 食品分類に集中し て い

た．

　2） 食品分類と情報内容 の 組み合わせ

　そ こ で食品分類 と情報内容数に つ い て，検討する に

あた り，表 3の 食品分類 llの 中で情報内容数の少ない

項 目を削除 した．2局の放映で の 1 週間の情報内容数

の 合計が 10未 満 で あ る 14食品 を削除 し，他 の 15食

品を分析の 対象 とした．こ れ らの食品ご とに，8 項 目

の情報内容 に つ い て ，食品 CM の 放映数に対する出

現割合 を算出した．こ れ らの デ ータ を基に，まず，6

つ の ク ラ ス ター化 の 方法を用 い て ク ラ ス ター
分析 を実

施 した とこ ろ，4 つ の方法 （ワー
ド法，メ デ ィ ア ン 法，
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最遠隔法，重心法）にお い て，同様の分類結果が得ら

れた，そ の 中で ，ワード法が最 も距離の 測度が 小 さ く

その ため類似性の 測度が大きい とい う結果 であ っ た．

よ っ て ，ワ
ー

ド法を用 い た ク ラ ス タ
ー

分析 に より析出

した 4 つ の食品ク ラ ス ターを示す （図 3）．次に ，ク

ラ ス タ ーご とに放映数に対する情報内容数の 割合

（％）を，ドロ ッ プ ラ イ ン の グ ラ フ で示 した （図 4）．

食品分ta　ll別の情報内容は図 3 の 第 1 ク ラ ス ターと第

2 ク ラス ターに お い て は類似 して い た．第 3 ク ラ ス ター

の 中 で ， ク ッ キ
ー ・あめ類 と乳製品類は，第 4 ク ラ ス

タ
ー

の栄養補助食品 と類似 して い た．そこ で ，図 3 を

参考に し， 情報内容が 類似 して い る 4 つ の 食品群 に ま

とめた （図 4），そ の結果，各食品群 と情報内容の組

み合わ せ は 次の 通 りで ある ．1群は
， 「茶 ・水類 ， そ

の 他 の 酒 ，
コ ー

ヒ
ー ・紅茶類 ， 清涼 ・果汁飲料類，炭

酸飲料類，ビ ー
ル 類」

一「包装容器 と景品」，2群は，

「乳酸菌飲料類 ， 栄養 ・強壮飲料類 ， 油脂類」
一「健康

増進 と栄養成分」，3群は，「穀類 ・豆類 ，調味料 ・香

辛料類，ガム 類」一「景品」，4群は ，「ク ッ キ ー・あめ

類，乳製品類，栄養補助食品類」
一「健康増進 と原材料」

で あ っ た ，

　 5．考 　 察

　以上 の 結果に基づ い て ，食品 CM の情報量お よび

情報内容 と食志向との関わ りに つ い て考察する．

　（1） 心理的 な食志 向

　 1＞　多様性志向

　放映量 の 分析 （表 1）よ り，食品 CM の 種類数は ，

2 局 1週間で 合計 301種類で あ っ た，こ こ で ，種類数

が 20以上 と多い 食品に つ い て検討する．「ドリ ン ク」

で は，栄養成分よりも嗜好性 の ウェ イ トの 高い コ
ー

ヒ
ー・

紅茶類 （20），健康増進をね らい とした栄養 ・強壮飲

料類 （20）が 該当する．「酒」の ビール類 （30），そ の

他の 酒 （22）の種類数はさらに多か っ た．心理的 ベ ネ

フ ィ ッ トで あ る健康増進お よび香味，刺激，とい う付

加価値を目的とした多様 な商品開発を行 い ，販売促進

をね らい と した 食品 CM の 実態が 明らか に な っ た ，

「加工 食品」で は，調味料 ・香辛料類 （33）の種類数

が 多か っ た．こ の 理 由は ，食生 活の 多様化に よ り，調

理 にバ ラエ テ ィ をつ け る ソ
ース や た れ類の商品が増加

した こ と，お よび生活者の 時間が ない こ と，で ある．

よ っ て ，情報量 で あ る種類数は
， 食品分類 H の 5 品 目

に 集中 して お り，多様性志 向と の 関 わ りが 判明 した ．

　 2） 娯楽志向

　 表 3 よ り， 情報内容別放映数は，心理的ベ ネフ ィ ッ

トで ある景品は 2 位で あっ た．新製品や キ ャ ン ペ ーン

商品の販売促進の た め に 景 品 を用 い
， 全体で 287 本中，

「抽選で あたるとプ レゼ ン トが もらえる」252本，「あ

た りが で る ともらえる」 29本で あ っ た．その 根底 に

は，生活者の偶然の利益を期待する射幸心やそ の ス リ

ル を楽 しむ娯楽志向を煽る こ とによ り，商品に対する

関心お よびお得感を高め る 意図 が あ っ た と考え ら れ る．

　図 2 の 曜日
・時間帯別食品分類 1の 放映数の 分析 で，

「酒」は金，土お よ び 日曜 日に 増加 して い た．こ の 理

由 に つ い て ，生活者 の 食志向と CM 提供者の 規制 と

い う2 つ の 側面か ら検討する，まず，「酒」は娯楽志

向に関連が深 い 嗜好飲料で ある．対象 と なる 20歳以

上 の男女は，平日 に比べ
一
般的に余暇時間の長い 土 ・

日曜 日の テ レ ビ視聴時間が長 い
ユE）．次 に，CM 提供者

の 規 制 として 「酒類 の 広告 ・宣伝に関す る自主基準」

（2000）17｝に よ り，ア ル コ
ー

ル 問題 へ の配慮から，テ レ

ビ広告は
， 土

・
日曜 日 は 5時 00分 〜12時 00分 まで

，

月曜 日か ら金曜日は 5 時 00分〜18時 00分 まで の 時

間帯は 原則 と して行わ な い ．よ っ て ，情報内容で ある

心理 的ベ ネフ ィ ッ トの 景品お よ び情報量で ある 「酒」

の 曜 日 ・時間帯 別放映数 と，娯楽志向と の 関 わ りが明

らか に な っ た、

　3） 健康志向

　情報内容と して，栄養成分 と健康増進は，栄養 ・強

壮飲料類お よび油脂類 （図 4）お よび清涼 ・果汁飲料

類 （表 4）で 多か っ た．後者の 理由と し て ，水分 ・塩

分損失の 補給や疲労回復 の 促進 を目的 と した
，

ス ポー

ツ ドリ ン ク の市場が急速に拡大して い る こ とが考えら

れ る
18）］9） ，メ ーカ ー

の 販売促進と生 活者 の ニ ーズ との

相互作用 の 結果であろ う．4群 の ク ッ キ
ー

， 乳製品類 ，

栄養補助食品に おい て は，情報内容 として ，原材料，

健康増進が多か っ た，よ っ て ，機能的ベ ネフ ィ ッ トで

ある栄養成分 お よ び商品情報で ある 原材料は ，心理的

ベ ネ フ ィ ッ トで ある健康増進 の 裏付 け として 認識 され，

健康志向と関わ りがあ ると推定 される．しか し ， 「カ

ル シ ウ ム 2 倍　鉄分 5倍」などの 栄養成分 の 示す具体

的な量 や 効力は明示 され て お らず，機能的 ベ ネフ ィ ッ

トとして の信頼性は低 く，問題 点 として 残 された．

　  　機能的な食志向

　商品情報で あ る 原材料に は，原材料名に対す る 注意

を促 し た内容が 多か っ た こ とか ら，本物志 向 に 関連 し

て い る こ とが明 らか にな っ た．
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テ レビ 放映さ れ た食品 CM の 実態分析

・「加 工 食品」の 中で は ，「調味料 ・香辛料類」，「レ ト

ル ト食品類」，「イ ン ス タ ン ト食品類」の 食品 CM 放

映数が多か っ た．曜日別で は，「加工食品」の放映数

は，
一

般に労働時 間 の長 い 平日 に 42％ 前後と高 く，

土 曜 日　（21．2％）・日曜 日　（26．5％） に放映数が 減少

して い た ，こ の 理 由 として ，女性 の 社会進出や高齢化

社会の 到来お よ び核家族化などに より，平日に簡便 な

加工食品に対するニ
ーズが高い こ とが考えられる．よっ

て，情報量で ある曜日別放映数と簡便志向と の 関わ り

が判明 した．

　図 4 か ら，1群の 「酒」お よ び嗜好的な 「ドリ ン ク」

の 合わせ て 6 つ の食品で は，情報内容 として ， 包装容

器 と景品が多か っ た．包装容器は，食品の外装である

ため，すべ て廃棄す る 際 の 環境配慮を促す内容で あ っ

た．よ っ て ，商品情報で ある包装容器は，食志向と し

て 環境配慮 と の 関 わ りが ある こ とが 明ら か に な っ た，

　6．今後の 課題

　食品 CM の 情報量 と情報内容の 実態分析の 結果 に

基 づ い て ，食教育 の 立場か ら今後の 課題 を提言する．

　まず，情報内容数は，食品 に とっ て付随的な商品情

報の包装容器，心理的ベ ネフ ィ ッ トの景品，お よび，

現代 人 の ニ ーズが高 い 健康増進で多 く，
一

方，食品に

と っ て基本的な機能的ベ ネ フ ィ ッ トの 品質安全で 少な

か っ た．また，機能的ベ ネフ ィ ッ トは，心理 的ベ ネ フ ィ ッ

トにつ い て
， 説得力を増すた め の裏付けと し て用い ら

れ て い るケ
ー

ス も多く， 全体的に心理的 ベ ネフ ィ ッ ト

優先の情報内容が提供 されて い た，現状 で は，心理的

ベ ネ フ ィ ッ トを優先 させ た販売促進に傾斜して い る こ

とか ら，CM 提供者には，機能的 ベ ネ フ ィ ッ トに も配

慮する よ う望む，行政に は，生活者に必要な情報を提

供する こ とが優先 され る食品 CM の 実現をめ ざした

法整備を期待 した い ．即ち，景品 の み を目的 とする広

告の 規制，お よび心理 的ベ ネ フ ィ ッ トに 重点をお くこ

と に よ っ て 生 じやすい 食品 CM の曖昧な 内容や 難解

な表現に対 して 指導 ・規制す る シ ス テ ム の 確立 を提案

す る．

　次に，食品表示に 関連のある原材料お よび栄養成分

の情報内容数は，放映数の 1 割弱 と非常に少な い 結果

で あ っ た．こ れ に関連 して ，CM 提供者すなわち番組

提供者に は，テ レ ビ放映され た食品 CM の 内容 に お

け る表示の役割を，よ り充実 ・強化 させ る こ とを提案

する．そ の 際 心理的ベ ネフ ィ ッ トに偏 る こ とな く，

機能的ベ ネフ ィ ッ トや商品情報に も目配 りする必要が

ある。また，食品表示が義務づ けられて い ない テ レ ビ

CM で は，メ リ ッ トを強調 し，デ メ リ ッ トを伝 達 しな

い 可能性がある，メ リ ッ トを人気タ レ ン トや BGM を

用い て増幅させ て い る こ とが多い ため
， 生活者は，イ

ン パ ク トの ある メ ッ セ ージを鵜呑み にする の で は な く，

冷静に判断す る必要 がある．そ こで ，生活者を対象と

した 食教育で は，食品 CM の 内容を批判的に視聴で

きる能力 の 育成が求め られ る，鈴木 （1995）1°）
，本澤

ら （1999＞
13）

は，7 割以上 の 大学生が食品を購入する

際 ， な ん らか の テ レ ビ CM の 影響 を受けて い る こ と

を報告 して い る，また ，食品に限定 し た調査で はない

が ，中学生 の 6 割以上 が，買 い 物をす る と きの 情報

を テ レ ビ CM よ り得 て い る と い う調 査 結 果

（2002）
2°〕

がある．よ っ て ，青少年に対する学校教育お

よ び単身者 （学生 ，単身赴任者など）や高齢者へ の 社

会教 育 の 場 を活用 して ，食品表示お よび食品 CM に

つ い て 主体的に学ぶ 姿勢が
一

層求め られ る．
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